
会議の名称 
（番号） 

１－０２ 

令和２年度第１回 

墨田区特別職給料等及び政務活動費審議会 

開 催 日 時 令和２年１１月２０日（金曜日）午後１時３０分から２時まで 

開 催 場 所 庁議室（区役所庁舎７階） 

出 席 者 

【委 員】 阿部 修三、岡本 正紀、鎌形 由美子、佐生 勝英、千野 美智子、 

西 恭三郎、廣田 健史、本多 清司、山口 あい子、山田 昇 

【 区 】 総務部長、総務課長、職員課長、区議会事務局長 

委員１０名、区４名 

議 題 区議会議員、区長、副区長及び教育長の期末手当の額について 

配 付 資 料 

１ 次第 

２ 墨田区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 

３ 墨田区長等の給料等に関する条例 

４ 墨田区教育委員会教育長の給料等及び勤務に関する条例 

５ 各区特別職期末手当支給月数 

６ 令和２年職員の給与に関する報告及び勧告の概要 

７ 墨田区特別職の期末手当支給月数改定案 

８ 意見聴取文（写）  

会 議 概 要 

 区議会議員、区長、副区長及び教育長の期末手当の額について 

 区長からの意見聴取文記載のとおり改定することに異議がない旨答申することとし

た。なお、答申文の作成及び提出については、会長に一任した。 

 

（委員の主な発言） 

 ・職員においては、労使合意が大変重いと思うが、使用者側と労働者側のそれぞれが

主張している要点をお教えください。また、合意した内容についてもお願いします。 

  【区】昨日、労使交渉を行いまして、使用者側の主張としては、期末手当を０．０

５月引き下げるというものであります。組合側としては、行政系人事制度の改正

による切替に伴う経過措置として、特例の対象者の拡大及び期間の延長を主張し

ていました。具体的には、平成３０年度に改正があり、新しい給料表への切替え

を行う上で、本人の意志に基づき、主任若しくは係員を選択することとなりまし

た。結果、主任主事だった者が１級職である係員を選択したことで、給料表の上

限を超え、現給保障者が発生しました。しかし、主任主事であった者は引き続き

主任職で力を発揮してもらいたいため、現給保障者が主任職へ切替昇任すること

ができる経過措置を設けていましたが、今年度で終了となるため、これを２年間

延長するとともに対象年齢を引上げし、対象者を拡大するというものです。 

    また、行政系人事制度の改正と同じく、技能業務系人事制度の改正に伴う経過

措置としての特例期間を延長するというものです。 

    双方の主張につきまして、合意妥結となりました（特別給においては、再任用

職員、会計年度任用職員を含め、期末手当を０．０５月引下げし、今年度に限っ

ては１２月に行うこととなりました。）。 

 ・月例給については、どうなっているのですか？ 

  【区】新型コロナ感染症の影響に伴い、特別区人事委員会は民間事業者の給与調査

を２回に分けて実施しており、郵送等による特別給の調査を先行実施したため、

先日、先んじて勧告がありました。月例給については、特別給の後に調査を実施



しており、別途、勧告若しくは報告がなされることとなっていますので、現時点

では、何とも言えない状況です。 

 ・新型コロナの対応につきまして、保健所の職員を中心に大変ご苦労様です。墨田区

の場合、５０人の応援体制を組んで対応しているとのことですが、全国調査では、

月１６０時間若しくは１８０時間の残業による過労死寸前の実態が明らかとなって

います。墨田区の状況はどうなっているのでしょうか？ 

  【区】新型コロナウイルス感染症の位置付けは二類感染症相当となっており、土日

問わず、医療機関から保健所へ陽性者発生の報告があるため、ローテーションに

より対応している状況です。また、陽性者が発生した場合、聞き取り調査が必要

となるため、この業務が重労働であり、超過勤務及び休日出勤が多くなる状況と

なっています。墨田区の場合は、兼務発令や会計年度任用職員等の活用など、さ

まざまな手を尽くして、過労死レベルには至っていませんが、これからもあらゆ

る手段を駆使し、負担軽減に努めていきたいと考えています。 

    ⇒ このような状況下で頑張っている職員に対してこの引下げ勧告は、忍びな

い気がする。 

 ・職員の皆さんは頑張っていただいているのですが、引下げは、申し訳ない気もする

が、いたしかたない。 

 ・職員一人当たり約２万円の減とのことですが、合計でどのくらいの減額となるので

すか？ 

  【区】墨田区においては、常勤、再任用及び会計年度任用職員の総額で、約５，１

００万円の減額となります。 

 ・職員への引下げ勧告の実施は、このコロナ禍の中いたしかたないと思われ、特別職

の引下げもやむを得ないと思います。 

 ・特別職の引下げに同意します（多数）。 

 


